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１ 川西町役場跡地利活用基本方針策定に係る経過              
（１）平成３０年度 
①内部委員会 

名称 開催月日 

第１回川西町役場跡地利活用計画策定内部委員会 １０月３１日 

第２回川西町役場跡地利活用計画策定内部委員会 ２月５日 

第３回川西町役場跡地利活用計画策定内部委員会 ２月２１日 

第４回川西町役場跡地利活用計画策定内部委員会 ３月２０日 

 
②外部委員会 

名称 開催月日 

第１回川西町役場跡地利活用計画策定委員会 １２月１８日 

 
（２）令和元年度 
①内部委員会 

名称 開催月日 

第５回川西町役場跡地利活用計画策定内部委員会 ４月２２日 

第６回川西町役場跡地利活用計画策定内部委員会 ８月２１日 

第７回川西町役場跡地利活用計画策定内部委員会 １０月８日 

第８回川西町役場跡地利活用計画策定内部委員会 １１月２７日 

第９回川西町役場跡地利活用計画策定内部委員会 ２月２５日 

 
②外部委員会 

名称 開催月日 

第２回川西町役場跡地利活用計画策定委員会 ４月２５日 

第３回川西町役場跡地利活用計画策定委員会 ９月５日 

第４回川西町役場跡地利活用計画策定委員会 １０月１１日 

第５回川西町役場跡地利活用計画策定委員会 １１月２９日 

第６回川西町役場跡地利活用計画策定委員会 ３月６日 

 
③ワークショップ・意見交換会等 

名称 開催月日 

意見交換会（小松地区地域振興協議会） ８月１９日 

役場庁舎跡地の利活用に係るアンケート調査 

（まちづくり委員会） 
１２月１６日～２６日 

意見交換会（置賜農業高等学校） １月３０日 

ワークショップ（川西町立川西中学校） ２月３日 

 
④町議会説明 

名称 開催回数 

総務文教常任委員会 ２回 

議会全員協議会 ２回 

  



 

２ 

 

２ 川西町役場跡地利活用計画策定委員会設置要綱及び委員名簿        
川西町役場跡地利活用計画策定委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 川西町役場跡地利活用計画の策定に対して意見及び助言等を得るため、川西

町役場跡地利活用計画策定委員会（以下、「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について意見、助言等を行う。 

 （１）川西町役場跡地の利活用に係る基本計画に関すること 

 （２）川西町役場跡地の利活用の方針に関すること 

 （３）その他川西町役場跡地利活用に関して必要な事項に関すること 

（組織） 

第３条 委員会の委員は１３名以内とし、次に掲げるもののうちから町長が委嘱す

る。 

 （１）自治組織の代表者 

 （２）公益団体の代表者 

 （３）学識経験者 

 （４）公募による者 

 （５）その他町長が特に必要と認めた者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、平成３２年３月３１日までとする。ただし、委員が欠けた場

合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会には委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は町長が指名し、副委員長は委員長が指名する。 

３ 委員長は委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は欠けたときは、その職

務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

（意見の聴取等） 

第７条 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて意

見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（事務局） 

第８条 委員会の事務を処理するために、事務局を未来づくり課に置く。 

２ 事務局長は政策調整主幹をもって充てる。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が

委員に諮って定める。 

 

  附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、告示の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の日以降、最初に開かれる会議は第６条の規定にかかわらず、町

長が招集する。 

（要綱の失効） 

３ この要綱は、平成３２年３月３１日をもって効力を失う。  



 

３ 

 

川西町役場跡地利活用計画策定委員会 委員名簿 
 

（継承略） 

役職 氏名 所属 職名 地区 区分 

委員長 岡田 清一 
東北福祉大学 

大学院 
嘱託教授  ３号委員 

副委員長 山口 德夫 
川西町自治会長 

連合会 
会長 小松 １号委員 

委 員 

※ 

佐藤 幸吉 川西町自治会長 

連合会 
副会長 

東沢 
１号委員 

關 和博 吉島 

委 員 加藤 健吉 
川西町 

センター長会 

小松地区交流

センター長 
小松 １号委員 

委 員 菅井 厚 
川西町まち 

づくり委員会 

委員長 

職務代理 
大塚 ２号委員 

委 員 金田 忠夫 
川西町社会 

福祉協議会 

常務理事 

事務局長 
小松 ２号委員 

委 員 阪野 博之 
山形おきたま 

農業協同組合 
川西支店長 中郡 ２号委員 

委 員 片倉 敬輔 川西町商工会 副会長 小松 ２号委員 

委 員 濱田 修 川西町観光協会 
専務理事兼 

事務局長 
犬川 ２号委員 

委 員 江本 一男 
えき・まち 

ネットこまつ 
理事長 小松 ２号委員 

委 員 菅 美和子 
川西町女性団体 

連絡協議会 
会長 玉庭 ２号委員 

委 員 小林 英喜 
川西町立 

小松小学校 
校長 小松 ３号委員 

委 員 山田 文子 公募  小松 ４号委員 

 
※ 川西町自治会長連合会の役員改選により、委嘱期間内に委員の変

更が行われたもの。 
【委員委嘱期間】 

佐藤幸吉委員：平成３０年１２月１８日～令和元年９月４日

關 和 博 委 員：令和元年９月５日～令和２年３月３１日 

  



 

４ 

 

３ 近隣施設及び各地区交流センターの面積比較               

 

  



 

５ 

 

４ 中央公民館及び近隣施設の使用状況及び施設稼働率            

 

○使用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

＜中央公民館の使用状況＞ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

＜農業環境改善センターの使用状況＞ 

 

設備名（部屋名）＼利用件数 川西町 社会教育・文化団体 その他 合計

大ホール 71（32.72％） 76（35.02％） 70（32.26％） 217（100.00％）

農事研修室 35（37.63％） 35（37.63％） 23（24.73％） 93（100.00％）

調理実習室 38（57.58％） 5（7.58％） 23（34.85％） 66（100.00％）

婦人研修室 50（37.04％） 47（34.81％） 38（28.15％） 135（100.00％）

児童室 68（80.95％） 2（2.38％） 14（16.67％） 84（100.00％）

作業室 22（95.65％） 1（4.35％） 0 23（100.00％）

研修室（２階） 40（56.34％） 13（18.31％） 18（25.35％） 71（100.00％）

会議室・サークル室（２階） 23（79.31％） 3（10.34％） 3（10.34％） 29（100.00％）

施設全体 347（48.33％） 182（25.35％） 189（26.32％） 718（100.00％）

＜生きがい交流館の使用状況＞ 

 

 

設備名（部屋名）＼利用件数 川西町 社会教育・文化団体 その他 合計

地域交流ホール 107（23.01％） 324（69.68％） 34（7.31％） 465（100.00％）

文化活動ルーム 86（31.97％） 119（44.24％） 64（23.79％） 269（100.00％）

調理室 76（80.00％） 3（3.16％） 16（16.84％） 95（100.00％）

談話室 79（37.09％） 108（50.70％） 26（12.21％） 213（100.00％）

施設全体 348（33.40％） 554（53.17％） 140（13.44％） 1042（100.00％）

 

設備名（部屋名）＼利用件数 川西町 社会教育・文化団体 その他 合計

大ホール 98（43.75％） 103（45.98％） 23（10.27％） 224（100％）

201号室（2Ｆ） 213（38.87％） 186（33.94％） 149（27.19％） 548（100％）

３０１、２号室（３Ｆ） 51（38.35％） 57（42.86％） 25（18.80％） 133（100％）

３０３、４号室（３Ｆ） 26（27.37％） 34（35.79％） 35（36.84％） 95（100％）

視聴覚室（３Ｆ） 300（67.84％） 75（16.97％） 67（15.16％） 442（100％）

４０１号室（４Ｆ） 116（87.22％） 6（4.51％） 11（8.27％） 133（100％）

４０２号室（４Ｆ） 43（69.35％） 12（19.35.％） 7（11.29％） 62（100％）

４０３号室（４Ｆ） 118（92.91％） 2（1.57％） 7（5.51％） 127（100％）

施設全体 1008（54.25％） 504（27.13％） 346（18.62％） 1858（100％）



 

６ 

 

○施設稼働率 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

７ 

 

５ 中央公民館使用団体への聞き取り調査                  
  ①調査期間 令和元年６月７日～６月２７日 

  ②対象団体 中央公民館を月１回以上使用している文化・社会教育団体１２団体 

 

 ＜主な意見＞ 

〇多くの団体が、活動できる場所があるならば、農改センターや生きがい交流館に

活動場所を移すことは可能。 

  〇農改センターや生きがい交流館は、中央公民館と比べ、部屋数が少ない。利用に

支障が出ないような配慮を希望する。 

 

 

 

 

 

 

  



 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

９ 

 

６ 各地区交流センター平面図                       

①小松地区交流センター（中央公民館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１０ 

 

②大塚地区交流センター（１階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１１ 

 

・大塚地区交流センター（２階） 

 

 

 

 

  



 

１２ 

 

③犬川地区交流センター 

 

 

 

 

 

 

  



 

１３ 

 

④中郡地区交流センター 

 

 

 

 

 

  



 

１４ 

 

⑤玉庭地区交流センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１５ 

 

⑥東沢活性化センター 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１６ 

 

⑦吉島地区交流センター 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１７ 

 

７ 実施した意見交換会等のまとめ                     

＜置賜農業高等学校 意見交換会まとめ＞ 

○概要 

・基本方針（案）に基づいたうえで庁舎跡地に求める活用法や機能、サービス等につい

て、広く意見を求めるため、置賜農業高校生徒と意見交換会を実施したもの。置賜農

業高校では１月２１日（火）の生徒総会において、本事案を議題として取り上げ、各

クラスからの意見を事前にとりまとめている。 

・令和２年１月３０日（木）に実施。参加者は置賜農業高校側が生徒会役員９名、農業

クラブ役員５名、教諭２名の計１６名。町側が未来づくり課長、政策調整主幹、主任

の３名。 

 

○意見交換会について 

＜生徒総会において出された意見＞ 

・大別するとカフェやファーストフード店等の飲食店や本屋等の店舗系、高齢者施設や

結婚式場等の施設系、アスレチックパークやジム等の娯楽施設系、植林や居酒屋等の

その他施設系。まちなかのにぎわいという観点に立った意見が多く見受けられたとの

こと。 

・人が集まることのできる空間という意見はあまり見受けられなかったが、「あいぱる」

があることから、既に町には同様の施設があるという考えが踏まえられていると考え

られるとのこと。 

 

＜生徒会役員、農業クラブ役員からの意見＞ 

・核シェルターのような「備え」のための施設。 

・屋内で遊べる公園。 

・若い人が集まれるスペース。現在はフレンドリープラザしか集まれる場所がない。ま

た、集まれる場所に勉強できるスペースがあれば、電車の待ち時間を有効に活用でき

るし、飲食が可能であれば尚良い。若い人が集まれる場所があれば、お年寄りも集ま

ることができる。 

・快適に気軽に、年代を問わず過ごせる場所が良い。 

・マルシェよりも役場跡地の方が人通りは多い。跡地で置賜農業高校の加工品を販売し

たい。 

⇒コミュニティセンターの一角に販売スペースを設けるようなイメージではないとの

こと。常設の販売所や店舗をイメージか？ 

・様々な年代の人が自由に使えるようになれば活気に繋がる。 

・電車通学の人が待てる場所がほしい。今は、待ち時間を過ごす場所がない。また、静

かに過ごせる場所であると良い。 

⇒置賜農業高校生徒の７割が町外から通学している状況。 

⇒意見交換会に参加した高校生のほとんどが、空いた時間はスマートフォンでゲームを

しているとのことで、他の置農生も同様と考えられる。Wi－Fi環境の整備。 

 



 

１８ 

 

・小松地区交流センターと同じ建物だとしても、気兼ねなく入れる施設が良い。違う建

物だと尚良いが、同じ建物だとしても、活動スペースは分けた方が良いと考える。 

・活動スペースを分けた方が使い勝手は良いと思うが、様々な世代とコミュニケーショ

ンを図りたいと考えている。広い空間が兼ね備えてあれば、コミュニケーションをと

るための場となるのではないか。 

・コミュニケーションの円滑化を図るため、様々な年代の人が物品販売可能なワークシ

ョップを開催できるようにするのが良い。 

・食事できる施設、例えばレストランや食堂。 

・電車の待ち時間を活用して、課題研究で作った加工品を販売できるような場があると

良い。販売場は屋外をイメージしている。 

・置賜農業高校で栽培した作物を販売できるような場所だと良い。 

・今回の台風１９号や羽越水害の被害状況を知ることのできるスペースはどうか。小学

校が授業等で活用すると思う。 

  



 

１９ 

 

＜川西中学校 ワークショップまとめ＞ 

○概要 

・基本方針（案）に基づいたうえで庁舎跡地に求める活用法や機能、サービス等につい

て、広く意見を求めるため、川西中学校生徒を対象にワークショップを開催したもの。

川西中学校にはワークショップの題材及び資料について事前提供。 

・令和２年２月３日（月）に実施。参加者は中学校側が生徒会役員２０名、教頭１名、

教諭１名の計２２名。町側が未来づくり課政策調整主幹、主任の２名。 

 

○ワークショップについて 

・生徒を３グループに分けたうえで、ワークショップを開催。 

・ワークショップで出された主な意見については、下記のとおり。 

 

＜出された意見＞ 

・子どもの遊べる場所、学校帰りや休日に集まれる場所として「公園」や「広場」 

・誰でも気軽に利用でき、Wi－Fi環境等が整備されている「飲食店（カフェ）」 

・アスレチックやアーバンスポーツ等が楽しめる「運動施設」 

・部活動や各種運動が行える「屋内運動場」 

・高齢化が進んでおり、今後需要が増すことが想定される「老人ホーム」 

・町内に店舗のない「本屋」や「100円ショップ」 

 

＜まとめ＞ 

・全てのグループから子どもの遊べる場所、という意見が挙がった。中学生はまちなか

に遊具や四阿のある公園のような広場が少ないと感じているとのことで、子育ての面

からも必要という認識であった。また、学校帰りや休日に友人と会う場所がなく、気

軽に集まるためにもそういった場所が必要とのことであった。これら意見については、

基本方針と大いに共通していると考えられる。 

・高齢者の居場所としての意見も多くあり、「老人ホーム」の他に交流施設として、老

人も気軽に立ち寄ることのできる場所という意見が見受けられた。 

・全体を通して、「気軽に」「誰でも」利用できる場所、という意見が多く、そのよう

な場所が現在の川西町には少なく、需要があることが考察される。 
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＜まちづくり委員会 アンケートまとめ＞ 

〇調査概要 

・基本方針（案）に基づき、庁舎跡地に求める活用法や機能、サービスについて、まち

づくり委員会にアンケートにより意見を求めたもの。併せて、現在策定中である基本

方針（案）に対する意見があれば自由記述により意見を求めたもの。 

・実施期間は令和元年１２月１６日から令和元年１２月２６日。 

 

〇調査結果 

・まちづくり委員会１８名中１３名が回答。 

・調査結果まとめについては下記のとおり。 

 

＜アンケート結果＞ ※無回答提出１名、複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇結果 

・アンケートの結果、「屋外の遊具などで遊ぶことのできる場（回答２）」「子どもを預

けるなど子育ての支援が受けられる機能（回答７）」「災害時の避難場所など防災拠点

となる機能（回答９）」が最多得票（５票）であった。次点（４票）は「IoTや AIな

ど最先端技術のスキルアップのためのサポート機能（回答１５）」。 

・自由記述においては、子育てに係る意見、特に子供向けの屋内施設整備に係る意見が

見受けられた。また、屋外に様々な用途に活用できる広場機能を求める意見も見受け

られた。 

・一方、アンケートで０票だったものが、「社会教育などの学習が受けられる機能（回

答６）」、１票だったものが、「子育てに関する情報交換などができる機能（回答８）」

「川西町の歴史や文化を学習したり、PRする機能（回答１２）」「産業支援の拠点とし

ての機能（回答１６）」。 
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＜“回答１３”に対する意見＞ 

・スケートパークをつくってほしい。 

（賃料はとても安く or 無料（光熱費程度）にしてほしい。玉庭の雪板のメンバーがそ

うあるように、活動報告はあげてもらって巣立てる時は巣立ってもらって、そのまま

いたい時はそれなりの賃料をもらうべき。） 

 

＜“回答１７”のその他意見＞ 

・高畠のもっくるを参考にして子ども達、親が気軽に集まれる施設にしてほしい。また、

老人も集会できるように考慮してほしい。 

・総合コミュニティセンターとして、町民が市民活動、ボランティア活動など行う際に

支援してくれるような場所になるとよい。印刷機や作業ができる場所がほしい。また、

貸事務所などもあるとよい。（貸しロッカーを置くとか） 

 

＜“その他ご意見”について（自由記述）＞（基本方針（案）に対する意見） 

・こども向けの屋内施設 

・施設を造るより、アパート、団地を造った方がいいのでは。たぶん使用する人が少な

いと思う。 

・人がそのシンボルに向かい自然に集うような場であってほしい。「広場」機能が最も

望むところである。緑（水）と丘でデザインされた、例えば“ミニダリヤ園”などが

あればシンボルになり得るのではないか。 

・小松の市街地は衰退しているとは言え、家屋が混みあっており、災害（火事、地震）

対策上、跡地程度の空地が必要なのではないかと思っています。上記の９、10、11は

相互に関連していて、公園や空間として保全を図るように要望したい。 

・親が子どもを連れて遊びに行ける広場。イベントや祭りの会場として多目的に使える

広場スペース。大きな施設や維持にコストがかかるものはいらないと思う。 

・屋内の子どもの遊べるスペースがほしいと、５年くらい前からいろんな機会にいろん

な方に伝えているがなかなか実現せず、他の市町村にだいぶ遅れをとってしまったよ

うに思う。競争じゃないので勝ち負けではないが、需要があることを御理解いただき

たい。 

・子育てに力をいれる町をアピールするためにも、新しい保育所や高畠にある「もっく

る」のような子供が遊べるような施設を造れば活気もあって良いと思う。町の歴史を

展示するような、展示しかないような施設は作らないでください。町の主要道路にダ

リヤ園の案内を設置してほしい。 
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〇まとめ 

 アンケート結果から以下の事項が考察される。 

・まちづくり委員会委員は、基本方針の達成のために、子育てに係る施設や用途を限定

しない広場を必要としている。これらは、現役場庁舎周辺にはない機能であり、賑わ

い創出のために必要なものとして、ニーズが一定数あるものと考えられる。 

・一方、社会教育に係る機能については、既に町内に同様の施設があることや、賑わい

に直結しづらいため、基本方針達成のための機能という認識から外れたものと考えら

れる。 
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＜アンケート用紙＞ 

庁舎跡地の利活用についてご意見をお聞かせください 

 
基本方針に基づき、庁舎跡地に求める活用法や機能、サービスについて、あては

まる番号に〇をつけてください。（複数選択可） 
 

１．屋外で緑などの自然にふれあい楽しむことができる機能 

２．屋外の遊具などで遊ぶことのできる場 

３．気軽に体を動かしたり、スポーツをしたりして健康づくりができる機能 

４．音楽など文化活動の成果を発表、披露することができる場 

５．高齢者や障がい者等が介護などの福祉サービスを受けられる機能 

６．社会教育などの学習が受けられる機能 

７．子どもを預けるなど子育ての支援が受けられる機能 

８．子育てに関する情報交換などができる機能 

９．災害時の避難場所など防災拠点となる機能 

10．様々なイベントを開催したり、参加したりできる場 

11．地域活動やボランティア活動などの拠点となる機能 

12．川西町の歴史や文化を学習したり、ＰＲする機能 

13．個人団体が創業や企業に向けた試験的取り組みができる機能 

14．気軽に立ち寄り休憩や情報収集ができる回遊の拠点となる機能 

15．IoTや AIなど最先端技術のスキルアップのためのサポート機能 

16．産業支援の拠点としての機能 

17．その他（具体的に） 

 

 

 

 
その他ご意見があればご自由にお書きください。 
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